
(57)【要約】

　　【課題】タッチパネル及び液晶画面周りに、本体ケ

ースとは別に意匠カバーを取り付ける機種において、省

スペースでタッチパネルを取り付ける。

　　【解決手段】インターホンの本体ケース１にタッチ

パネル２及び液晶モジュール３を囲繞する意匠カバー４

を取り付け、意匠カバー４は弾性爪４１によって本体ケ

ース１に嵌合され、タッチパネル２の周辺部２１両面を

挟持しタッチパネル２への衝撃を吸収する緩衝パッキン

２２の意匠カバー側の面２２１を意匠カバー４のリブ４

２に当接させてタッチパネル２を取り付けるものである

。

　　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ン タ ー ホ ン の 本 体 ケ ー ス （ １ ） に タ ッ チ パ ネ ル （ ２ ） 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） を 囲
繞 す る 意 匠 カ バ ー （ ４ ） を 取 り 付 け 、
　 前 記 意 匠 カ バ ー は 弾 性 爪 （ ４ １ ） に よ っ て 前 記 本 体 ケ ー ス に 嵌 合 さ れ 、
　 前 記 タ ッ チ パ ネ ル の 周 辺 部 （ ２ １ ） 両 面 を 挟 持 し 前 記 タ ッ チ パ ネ ル へ の 衝 撃 を 吸 収 す る
緩 衝 パ ッ キ ン （ ２ ２ ） の 前 記 意 匠 カ バ ー 側 の 面 （ ２ ２ １ ） を 前 記 意 匠 カ バ ー の リ ブ （ ４ ２
） に 当 接 さ せ て 前 記 タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ
ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 取 付 リ ブ （ ３ １ ） を 前 記 緩 衝 パ ッ キ ン の 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 の
面 （ ２ ２ ２ ） に 当 接 さ せ て 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 前 記 意 匠 カ バ ー の ボ ス （ ４ ３ ） に 螺 子 止
め す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 意 匠 カ バ ー の 前 記 弾 性 爪 は 、 前 記 弾 性 爪 の 弾 性 変 形 を 防 止 す る 方 向 に 前 記 液 晶 モ ジ
ュ ー ル を 配 置 し て 落 下 等 の 衝 撃 に よ り 外 れ る の を 防 止 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
請 求 項 ２ 記 載 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ （ ４ ４ ） を 設 け 、 前 記 意 匠 カ バ ー の 前 記 ボ
ス に 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 螺 子 止 め す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の う ち 何
れ か １ 項 に 記 載 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 イ ン タ ー ホ ン の 意 匠 カ バ ー （ ４ ） に タ ッ チ パ ネ ル （ ２ ） 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） を 囲
繞 し て 取 り 付 け 、
　 前 記 タ ッ チ パ ネ ル の 周 辺 部 （ ２ １ ） 両 面 を 挟 持 し 前 記 タ ッ チ パ ネ ル へ の 衝 撃 を 吸 収 す る
緩 衝 パ ッ キ ン （ ２ ２ ） の 前 記 意 匠 カ バ ー 側 の 面 （ ２ ２ １ ） を 前 記 意 匠 カ バ ー の リ ブ （ ４ ２
） に 当 接 さ せ て 前 記 タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け 、
　 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 取 付 リ ブ （ ３ １ ） を 前 記 緩 衝 パ ッ キ ン の 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 の
面 （ ２ ２ ２ ） に 当 接 さ せ て 前 記 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 前 記 意 匠 カ バ ー の ボ ス （ ４ ３ ） に 螺 子 止
め し 、
　 前 記 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ （ ４ ４ ） を 設 け て 構 成 さ れ る タ ッ チ パ ネ ル
ユ ニ ッ ト （ Ｔ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に 係 り 、 特 に タ ッ チ パ ネ ル 及 び 液 晶 モ ジ
ュ ー ル 周 り に 、 本 体 ケ ー ス と は 別 に 意 匠 カ バ ー を 取 り 付 け る 機 種 に 適 用 さ れ る イ ン タ ー ホ
ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 イ ン タ ー ホ ン の 本 体 ケ ー ス １ ０ ０
に タ ッ チ パ ネ ル ２ ０ ０ 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 囲 繞 す る 意 匠 カ バ ー ４ ０ ０ を 取
り 付 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 本 体 ケ ー ス １ ０ ０ の 裏 面 に 突 設 さ れ た タ ッ チ パ ネ ル 嵌 合 用 リ ブ １ ０ １ に タ
ッ チ パ ネ ル ２ ０ ０ が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 こ の 際 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ ０ ０ へ の 衝 撃 を 吸 収 す る
た め に 、 緩 衝 パ ッ キ ン ３ ０ ０ を 本 体 ケ ー ス １ ０ ０ の 裏 面 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た パ ッ
キ ン 用 リ ブ １ ０ ２ に 当 接 さ せ た 状 態 で 、 タ ッ チ パ ネ ル 嵌 合 用 リ ブ １ ０ １ に タ ッ チ パ ネ ル ２
０ ０ を 嵌 め 込 む 。 そ し て 、 こ の タ ッ チ パ ネ ル ２ ０ ０ に 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 積 層 し 本 体 ケ ー ス
１ ０ ０ の 裏 面 に 設 け ら れ た ボ ス （ 図 示 せ ず ） に 螺 子 止 め す る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 意 匠 カ バ ー ４ ０ ０ は 本 体 ケ ー ス １ ０ ０ の 開 口 部 １ ０ ３ に 嵌 合 さ れ る と 共 に 当 該 意
匠 カ バ ー ４ ０ ０ に 設 け ら れ た 弾 性 爪 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 当 該 本 体 ケ ー ス １ ０ ０ に 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 こ の よ う な タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に つ い て は 、 記 載 す べ き 先 行 技 術 文 献 情 報 は な
い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 背 景 技 術 に 記 載 し た タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 取 り 付 け 可 能 範 囲 Ｌ １ ０ ０ に 余 裕 の あ る
５ 型 （ ５ イ ン チ （ 約 １ ２ ７ ｍ ｍ ） タ イ プ ） 以 上 の 大 き さ の タ ッ チ パ ネ ル 用 な の で 、 ３ ． ５
型 （ ３ ． ５ イ ン チ （ 約 ８ ９ ｍ ｍ ） タ イ プ ） タ ッ チ パ ネ ル の よ う な 取 り 付 け 可 能 範 囲 Ｌ ２ ０
０ が 狭 い も の で は 、 タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け る こ と が で き な い と い う 難 点 が あ る 。 ま た 、
緩 衝 パ ッ キ ン ３ ０ ０ を 本 体 ケ ー ス １ ０ ０ の 裏 面 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た パ ッ キ ン 用 リ
ブ １ ０ ２ に 当 接 さ せ る 構 造 な の で 、 取 り 付 け 可 能 範 囲 の 狭 い ３ ． ５ 型 タ ッ チ パ ネ ル で は 意
匠 カ バ ー ４ ０ ０ の 傾 斜 部 ４ ０ １ の 傾 斜 角 度 θ が 直 角 に 近 づ く よ う に な る の で 、 タ ッ チ パ ネ
ル 操 作 が し に く く な る 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 タ ッ チ パ ネ ル 及 び 液 晶 画 面 周 り に 、 本 体 ケ ー ス と は 別 に 意 匠 カ バ ー を 取 り 付
け る 機 種 に お い て 、 省 ス ペ ー ス で タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け る こ と が で き る イ ン タ ー ホ ン の
タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 で あ る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 イ ン タ ー ホ ン の 本
体 ケ ー ス に タ ッ チ パ ネ ル 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 囲 繞 す る 意 匠 カ バ ー を 取 り 付 け 、 意 匠 カ バ
ー は 弾 性 爪 に よ っ て 本 体 ケ ー ス に 嵌 合 さ れ 、 タ ッ チ パ ネ ル の 周 辺 部 両 面 を 挟 持 し タ ッ チ パ
ネ ル へ の 衝 撃 を 吸 収 す る 緩 衝 パ ッ キ ン の 意 匠 カ バ ー 側 の 面 を 意 匠 カ バ ー の リ ブ に 当 接 さ せ
て タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 第 １ の 態 様 で あ る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て
、 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 取 付 リ ブ を 緩 衝 パ ッ キ ン の 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 の 面 に 当 接 さ せ て 液 晶 モ
ジ ュ ー ル を 意 匠 カ バ ー の ボ ス に 螺 子 止 め す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 第 １ の 態 様 又 は 第 ２ の 態 様 で あ る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取
付 構 造 に お い て 、 意 匠 カ バ ー の 弾 性 爪 は 、 弾 性 爪 の 弾 性 変 形 を 防 止 す る 方 向 に 液 晶 モ ジ ュ
ー ル を 配 置 し て 落 下 等 の 衝 撃 に よ り 外 れ る の を 防 止 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 第 １ の 態 様 乃 至 第 ３ の 各 態 様 で あ る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル
取 付 構 造 に お い て 、 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ を 設 け 、 意 匠 カ バ ー の ボ ス に
液 晶 モ ジ ュ ー ル を 螺 子 止 め す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 で あ る イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 イ ン タ ー ホ ン の 意
匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 囲 繞 し て 取 り 付 け 、 タ ッ チ パ ネ ル の 周 辺 部
両 面 を 挟 持 し タ ッ チ パ ネ ル へ の 衝 撃 を 吸 収 す る 緩 衝 パ ッ キ ン の 意 匠 カ バ ー 側 の 面 を 意 匠 カ
バ ー の リ ブ に 当 接 さ せ て タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 取 付 リ ブ を 緩 衝 パ ッ
キ ン の 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 の 面 に 当 接 さ せ て 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 意 匠 カ バ ー の ボ ス に 螺 子 止 め
し 、 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ を 設 け て 構 成 さ れ る タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト を
形 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に よ れ ば 、 タ ッ
チ パ ネ ル 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 部 位 を イ ン タ ー ホ ン の 本 体 ケ ー ス で は な く 、 当
該 本 体 ケ ー ス に 取 り 付 け ら れ る 意 匠 カ バ ー に 取 り 付 け る 構 造 に し た こ と に よ り 、 タ ッ チ パ
ネ ル を 取 り 付 け る 部 位 の 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き た の で 、 ３ ． ５ イ ン チ レ ベ ル の 取
り 付 け 可 能 範 囲 が 小 さ い タ ッ チ パ ネ ル で も 、 確 実 に イ ン タ ー ホ ン に 組 み 込 む こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 例 に
つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 が 適 用 さ れ る イ ン タ ー ホ ン は 図 １ 、 図 ２
、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 体 シ ャ ー シ １ ’ 及 び 本 体 ケ ー ス １ か ら 成 り 上 部 側 に
タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト Ｔ が 配 置 さ れ 、 壁 面 に 取 り 付 け 可 能 な ボ ッ ク ス 型 に 形 成 さ れ て い る
（ 図 １ （ ａ ） ） 。 こ の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト Ｔ は 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ 、 液 晶
モ ジ ュ ー ル ３ 及 び 意 匠 カ バ ー ４ か ら 成 り 、 指 や 適 当 な 入 力 ペ ン な ど で 画 面 に 直 接 触 れ る こ
と に よ り そ の 位 置 情 報 が 入 力 さ れ る タ ッ チ パ ネ ル ２ は 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ 上 に 設 け ら れ 、 ま
た 、 本 体 ケ ー ス １ の 表 面 に は 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ を 囲 繞 し て 、 当 該 タ
ッ チ パ ネ ル ２ 及 び 当 該 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ が 直 接 固 定 さ れ る 意 匠 カ バ ー ４ が 取 り 付 け ら れ て
い る （ 図 １ （ ｂ ） 、 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な イ ン タ ー ホ ン の 本 体 ケ ー ス １ に は 、 タ ッ チ パ ネ ル ・ モ ニ タ 用 の 開 口 部 １ ａ が
設 け ら れ 、 こ の 開 口 部 １ ａ の 枠 に 係 合 さ せ る た め の 弾 性 爪 ４ １ が 意 匠 カ バ ー ４ の 外 周 の 近
縁 に 少 な く と も １ つ 以 上 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 意 匠 カ バ ー ４ は 弾 性 爪 ４ １ に よ っ
て 本 体 ケ ー ス １ に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 意 匠 カ バ ー ４ の 弾 性 爪 ４ １ は 、 当
該 弾 性 爪 ４ １ の 弾 性 変 形 を 防 止 す る 方 向 に 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ が 配 置 さ れ る よ う に 設 け ら れ
て い る 。 具 体 的 に は 、 弾 性 爪 ４ １ の 先 端 部 の 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ が 位 置 す る 方 向 と は 反 対 と
な る 方 向 に 、 鉤 形 状 や 山 型 形 状 か ら 成 る ツ メ 凸 部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ツ メ 凸 部
４ １ ａ は 本 体 ケ ー ス １ の 開 口 部 １ ａ の 枠 に 嵌 め 込 ん で い く と 徐 々 に 内 側 （ 液 晶 モ ジ ュ ー ル
側 ） に 弾 性 変 形 し て 、 意 匠 カ バ ー ４ が 本 体 ケ ー ス １ に 嵌 合 す る と 同 時 若 し く は そ の 少 し 前
に 弾 性 爪 ４ １ の ツ メ 凸 部 ４ １ ａ は 開 口 部 １ ａ の 枠 か ら 離 脱 す る こ と か ら 、 弾 性 爪 ４ １ の 弾
性 変 形 は 解 消 さ れ 元 の 形 状 に 戻 る の で 、 当 該 弾 性 爪 ４ １ の ツ メ 凸 部 ４ １ ａ と 本 体 ケ ー ス １
の 開 口 部 １ ａ の 枠 と は 簡 単 に は 外 れ な い よ う に 係 合 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 意 匠 カ バ ー ４ に
は 、 タ ッ チ パ ネ ル ・ モ ニ タ 用 の 窓 ４ ５ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 意 匠 カ バ ー ４ に タ ッ チ パ ネ ル ２ を 取 り 付 け る 際 、 当 該 タ ッ チ パ ネ ル ２ へ の 衝
撃 を 吸 収 す る 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ が 、 当 該 意 匠 カ バ ー ４ と タ ッ チ パ ネ ル ２ と の 間 に 介 在 さ れ
る 。 こ の 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ は 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ の 取 り 付 け 可 能 範 囲 Ｌ １ の 部 位 の み に 当 接
可 能 な 中 抜 き の 四 角 形 状 で 形 成 さ れ 、 断 面 形 状 は 凹 型 若 し く は Ｕ 字 状 に な っ て い る （ 図 １
（ ｂ ） 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ ） 。 し た が っ て 、 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ は タ ッ チ パ ネ ル ２ の
周 辺 部 ２ １ の 両 面 を 挟 持 す る こ と に な る （ 図 １ （ ｂ ） 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 意 匠 カ バ ー ４ の 裏 面 に は 、 こ の よ う な 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ の 意 匠 カ バ ー 側 の 面 ２ ２ １
す べ て に 当 接 す る 緩 衝 パ ッ キ ン 用 リ ブ ４ ２ が 突 出 し て 設 け ら れ て い る （ 図 １ （ ｃ ） 、 図 ３
、 図 ４ 、 図 ５ ） 。 ま た 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ の 表 面 に は 、 こ の 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ の 液 晶 モ ジ
ュ ー ル 側 の 面 ２ ２ ２ す べ て に 当 接 す る 取 付 リ ブ ３ １ が 突 出 し て 設 け ら れ て い る （ 図 １ （ ｂ
） 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 意 匠 カ バ ー ４ の 裏 面 に は 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ を 当 該 意 匠 カ バ ー ４ の 所 定 位 置 に 位 置
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決 め す る た め の タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ ４ ４ が 突 出 す る よ う に 複 数 設 け ら れ て い る （ 図
１ （ ｃ ） 、 図 ２ （ ａ ） ） 。 こ れ に よ り 、 意 匠 カ バ ー ４ に 対 し て タ ッ チ パ ネ ル ２ の 取 り 付 け
位 置 が ず れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 意 匠 カ バ ー ４ の 裏 面 に は 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ を 螺 子 止 め す る た め の ボ ス ４ ３ が
複 数 設 け ら れ て い る （ 図 １ （ ｃ ） 、 図 ２ （ ａ ） 、 図 ５ ） 。 な お 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ に は 、
こ の ボ ス ４ ３ の 配 置 と 同 一 位 置 に 螺 子 穴 ３ ２ が 穿 孔 さ れ て い る （ 図 １ （ ｂ ） 、 図 ２ （ ｂ ）
、 図 ５ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 を 具 備 す る イ ン タ ー ホ ン に お い て 、 本 体 ケ ー ス １ に タ
ッ チ パ ネ ル ２ 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ 及 び 意 匠 カ バ ー ４ を 組 み 込 む に は 、 ま ず 、 本 体 ケ ー ス １
の 開 口 部 １ ａ に 意 匠 カ バ ー ４ の 弾 性 爪 ４ １ を 嵌 め 込 む 。 こ の 際 、 弾 性 爪 ４ １ の ツ メ 凸 部 ４
１ ａ は 本 体 ケ ー ス １ の 開 口 部 １ ａ の 枠 に 嵌 め 込 ん で い く と 徐 々 に 内 側 （ 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側
） に 弾 性 変 形 し て 、 意 匠 カ バ ー ４ が 本 体 ケ ー ス １ に 嵌 合 す る と 同 時 若 し く は そ の 少 し 前 に
弾 性 爪 ４ １ の ツ メ 凸 部 ４ １ ａ は 開 口 部 １ ａ の 枠 か ら 離 脱 す る 。 し た が っ て 、 弾 性 爪 ４ １ の
弾 性 変 形 は 解 消 さ れ 元 の 形 状 に 戻 る の で 、 当 該 弾 性 爪 ４ １ の ツ メ 凸 部 ４ １ ａ と 本 体 ケ ー ス
１ の 開 口 部 １ ａ の 枠 と は 簡 単 に は 外 れ な い よ う に 係 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ の 周 辺 部 ２ １ の 両 面 に 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ を 挟 持 さ せ 、 こ の タ ッ チ
パ ネ ル ２ に 取 り 付 け ら れ た 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ の 意 匠 カ バ ー 側 と な る 面 ２ ２ １ を 意 匠 カ バ ー
４ の 緩 衝 パ ッ キ ン 用 リ ブ ４ ２ に 当 接 さ せ る よ う に し て 、 意 匠 カ バ ー ４ の タ ッ チ パ ネ ル 位 置
決 め リ ブ ４ ４ に 嵌 合 さ せ る 。 そ し て 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ の 取 付 リ ブ ３ １ を タ ッ チ パ ネ ル ２
に 取 り 付 け ら れ た 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ の 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 と な る 面 ２ ２ ２ に 当 接 さ せ る よ う
に し て 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ を 当 該 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ の 螺 子 穴 ３ ２ に 螺 子 Ｓ を 挿 入 し て 意 匠
カ バ ー ４ の ボ ス ４ ３ に 螺 子 止 め す る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ の 固 定 と 共 に タ ッ チ
パ ネ ル ２ の 固 定 を も 確 実 に 行 う こ と が で き 、 ま た 、 意 匠 カ バ ー ４ の 弾 性 爪 ４ １ は 、 弾 性 爪
４ １ の 弾 性 変 形 を 防 止 す る 方 向 に 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ を 配 置 す る こ と に な る の で 、 落 下 等 の
衝 撃 に よ り 外 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 取 り 付 け 可 能 範 囲 の 狭 い ３ ． ５ 型 タ ッ チ パ ネ ル で も イ ン タ ー ホ ン に 確 実 に
組 み 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト Ｔ の 動 作 試 験 等 を 行 な う 場 合 に は 、 本 体 ケ ー ス １ に 組 み 込
ま な く と も 、 意 匠 カ バ ー ４ 、 緩 衝 パ ッ キ ン ２ ２ 、 タ ッ チ パ ネ ル ２ 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル ３ で
タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト Ｔ を 組 み 立 て る こ と が で き る の で 、 こ の 動 作 試 験 等 が 行 い 易 く な る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 に よ る 最 良 な 実 施 の 一 形 態 を 示 す
図 で 、 （ ａ ） は 全 体 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 分 解 斜 視 図 、 （ ｃ ） は 主 構 成 要 素 で あ る 意 匠 カ バ ー
の 裏 面 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 の 主 構 成 要 素 で あ る タ ッ チ パ ネ ル
ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル を 取 り 付 け た 状 態 を 裏 面 か ら 見
た 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 意 匠 カ バ ー に タ ッ チ パ ネ ル 及 び 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け た 状 態 を 裏
面 か ら 見 た 斜 視 図 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） を 表 面 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ （ ａ ） の イ ン タ ー ホ ン を 縦 方 向 に 切 断 し て タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト の 意 匠 カ バ
ー の 弾 性 爪 と 本 体 ケ ー ス と の 係 合 状 態 を 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ （ ａ ） の イ ン タ ー ホ ン を 横 方 向 に 切 断 し て タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト の 状 態 を 示
す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 １ （ ａ ） の イ ン タ ー ホ ン を 横 方 向 に 切 断 し て タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト の 意 匠 カ バ
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ー の ボ ス と 液 晶 モ ジ ュ ー ル と の 状 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の イ ン タ ー ホ ン の タ ッ チ パ ネ ル 取 付 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ … … 本 体 ケ ー ス
　 ２ … … タ ッ チ パ ネ ル
　 　 ２ １ … … 周 辺 部
　 　 ２ ２ … … 緩 衝 パ ッ キ ン
　 　 　 ２ ２ １ … … 意 匠 カ バ ー 側 の 面
　 　 　 ２ ２ ２ … … 液 晶 モ ジ ュ ー ル 側 の 面
　 ３ … … 液 晶 モ ジ ュ ー ル
　 　 ３ １ … … 取 付 リ ブ
　 ４ … … 意 匠 カ バ ー
　 　 ４ １ … … 弾 性 爪
　 　 ４ ２ … … リ ブ
　 　 ４ ３ … … ボ ス
　 　 ４ ４ … … タ ッ チ パ ネ ル 位 置 決 め リ ブ
　 Ｔ … … タ ッ チ パ ネ ル ユ ニ ッ ト
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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